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　　　　　薗噂　伊嘱正則著f嵯研ttiのモデル分所」唖洋饒済師轍吐
　　　　　　　剛開42撃　　P．151から引用
　ところで，一定の時間限界t（マハラノビス・モデルでは15年とされている）で，
λiの最適駄（47）式から得られる・たとえば・パラメー一ター・P＝…2・β＝・・　5とすれば・
15に所得を極大化する投資財部門（Ri）1こ配分されを総投資率の値は，1／3eこ算しい。以上のa．とか
ら，マ・・ラノビス・モデル・・おいて｝eq不歌の厚生関数は，一要素だけ，すなわちY，極大値だけである
ことが理解できる。要する1こ，0からtまでのCtの極大化，あるいは，他のいくつかの適当な基準は，Yt
の極大化と代替することが可能なのである。
　ところで，マハラノビス・モデルは，明示的に貯蓄率をモデルに導入していない。しかし，貯蓄率は．
1とYに対する解から，すなわち，（45），（47武から引き出すことができる。
　　　1，　　　（1＋R、，・？、）tl。
σ・＝堰f＝・。＋（1＋R，3，／Ri　，8i）〔（1＋R、β、）・－1〕1。’…（48）
この式は，σが不変でなく，・Z　iとRcの不変の値に従って長期的には変化することを示している。
　このよう1こ，2部門間の貯蓄率と投資配分とカ～同時的に相互に結びつけられるぺきで，その方がモデ
ルの具体的実現の可能性は高まるといえるだろう。
　　㈲　4部門モデル
　まず，政策論的な立場から変数を分類すると次のようになる。
　　　　　　　　キ　　　　　　　　　キ　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　お　　目標・…Y（△Y＝Y－Y。）・N（△NN－N。）
　　局外変数…　11，12　，13，Id，N±，　N2，N3，凡
　　用具変数・…　R1，R2，　R，，惹　　　』
　　与件・・・…　…・逐，屋，鳥，尾，Q，，　Q2，鰯，　Q妥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一757一
②　マハラノビス・モデル
　（9　2部門モデル
まず，先の皿項において導いた誘導形を次に示
めそう。
　1，一（1＋えi，ei）「ld…（45）
　　　　　　Ri〆9i
C・＝C・＋C・1、β、〔（1＋λiβi）t－1〕1。
・t－・。・（　Rβ1＋毒）〔（1‡繕（46’
　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・…　9’。・・…　（4ア）
ここでは，政策分析の立場から諸変数を分類す
ると次のようになる。
　　目標…　Ytを極大化すること
　　局外変数…　Ct・It
　　用具変数…λi（λ，＝1・一　Aiから一
　　　　　　　　　用具のみ）
　　　与件…C。・1。・Y。，（変数の初期値）
　　　　　　　　　　　　　Ytを極大化する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＝
ところで，一見すると．それが4つの用具と2つの固定的目標しかもっていないために，モデルは，政策
の立場からすると明確でないように思われるかもしれない。しかし，配分率の合計が11こ等しいことから
一っの政策自由度は消去される。残りの自由度は，Riの値をある特定の値に決めることによって取り除
かれる6一つの疑問は，なぜλiが他の記分率の代りに外生的に一定としてとられるべきかということで
ある。
　以上マハラノビス・モデルの2部門モデノVと4部門モデルをみてきたのであるが，要するにマハラ’ノご
スは，2部門モデルからRiの値を引き出し，期間的基盤においては，△Y，△N，1を固定化する。そ
のような場合においては，実質的な政策問題はそこにはないのではないだろうか。
　注（1）KAFo）～J・K・Sengupta，　E・Thorbecke；The　Theoryof　Quantitative
　　　　Econonlic　Policy，．1966，　PP・289－230。
　　　　Haavelmo；　Studies　in　the　Theqry　of　Economic　EvQlutions　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　1954・を参考する。
　　（2）伊東正則著『経済計画のモデル分析』昭42．P・P・246－253・
　　　　C・　M・P・1・i・；A・E・・n・m・t・i・M・d・lf・・D・v・1・pm・ntPl…i・g
　　　　1954・
　　（3）KAFox．；oP・cit㍉PP・581－504．PP．390－593．
　　　　Ti・b・・g・・＆B・・；M・th・m・ticalM・d・1・・f　E・・n・mi・G・。wth
　　　　1962，　PP・76－8・0・
　　（4）G・Hi・hm・n；Q・・ntit・tiv・Pl・nni・g・f　E・・n・mi・P・li・y，
　　　　1965，　PP・79－80・
　　（4）K・A・F・x；・P，・it．PP・393。397，Ti・berg・n＆B。・．，・P．・it．，PP．7’9　一一80．
　　（5｝，（6），（7）・伊東正則著，前掲書，PP・250－253。
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